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aomori
akita iwate

miyagiyamagata

〜
皆
さ
ん
の
く
ら
し
を
守
る
治
山
事
業
〜

の
安
全
を
守
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
治
山
事
業
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

に
、
治
山
ダ
ム
や
土
留
め
擁
壁
な
ど
の

施
設
を
設
置
し
た
り
、
防
災
機
能
の
高

い
森
林
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
山
地
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
見
し
づ
ら
い
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
山
崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
区

な
ど
で
は
、
山
地
災
害
の
危
険
を
感
じ

た
ら
「
早
め
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避

難
す
る
」「
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か

な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
普

段
か
ら
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
山
崩
れ

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
や
避
難
場
所
に

つ
い
て
十
分
に
話
し
合
う
と
と
も
に
、

実
際
に
自
分
の
目
で
確
認
し
て
お
く
と

い
ざ
と
い
う
時
に
安
心
で
き
ま
す
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
治
山
事
業

の
実
施
を
通
じ
て
、
さ
き
の
例
の
よ
う

な
山
地
災
害
の
復
旧
に
加
え
、
海
岸
地

区
で
も
強
風
や
飛
砂
な
ど
の
被
害
か
ら

農
地
や
家
屋
を
保
全
す
る
た
め
の
ク
ロ

マ
ツ
林
の
維
持
造
成
な
ど
に
よ
り
、
皆

さ
ん
の
く
ら
し
を
守
り
、
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

災
害
の
未
然
防
止
や
災
害
発
生
後
の
迅

速
な
復
旧
等
に
取
り
組
み
、
地
域
の
振

興
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

り
国
道
の
土
砂
撤
去
作
業
や
仮
設
防
護

柵
の
設
置
な
ど
が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
降
雨
や
春
先
の
融
雪

出
水
等
に
伴
う
二
次
災
害
の
お
そ
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
恒
久
的
な
対
策
が
必
要

と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、

県
道
路
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
早

急
に
災
害
予
算
の
要
求
を
行
う
と
と
も

に
、
応
急
対
策
と
し
て
治
山
ダ
ム
一
基

を
直
ち
に
発
注
し
、
厳
冬
期
に
お
け
る

工
事
の
す
え
、
本
年
三
月
に
こ
れ
を
完

成
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
治
山
ダ
ム
は
、
完
成
直
後
の
四

月
十
日
に
融
雪
出
水
に
伴
っ
て
発
生
し

た
土
石
流
を
せ
き
止
め
て
国
道
の
通
行

こ
の
う
ち
、
秋
田
県
仙
北
市
玉
川
地

区
で
は
山
腹
崩
壊
に
伴
っ
て
土
石
流
が

発
生
し
、
多
量
の
流
出
土
砂
に
よ
り
国

道
３
４
１
号
線
が
埋
没
し
た
た
め
、
数

日
間
に
わ
た
っ
て
道
路
が
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
国
道
は
田
沢
湖
か
ら
玉
川
温
泉

へ
至
る
重
要
な
路
線
で
あ
っ
た
た
め
、

災
害
発
生
後
、
秋
田
県
道
路
部
局
に
よ
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日
本
は
、
国
土
の
約
三
分
の
二
が
森

林
に
覆
わ
れ
る
緑
豊
か
な
国
土
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
地
形

や
気
象
条
件
が
山
地
災
害
を
起
こ
し
や

す
い
特
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
日
本

で
は
梅
雨
前
線
や
台
風
に
伴
う
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
り
毎
年
三
千
六
百
箇
所
も

の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
被
害
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
林
野
庁
で
は
、
都
道
府
県

及
び
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
、
「
山
地
災
害
に
備
え
よ
う
！
」

を
合
い
言
葉
に
五
月
二
十
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
北
森
林
管
理
局
の
管
内
に

お
い
て
も
毎
年
の
よ
う
に
山
地
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
昨
年
九
月
に
も
秋
田

県
北
部
を
中
心
と
し
て
集
中
豪
雨
に
よ

る
山
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
多
発
し
ま
し

た
。

治
　
山
　
課

山
地
災
害
に
備
え
る

通行止めとなった国道３４１号線

特集コーナー

土石流をせき止めて国道を守った治山ダム
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林
業
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
地
域
に
貢
献
で
き
る
林

業
事
業
体
と
し
て
生
存
で
き
る
道
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

伐
採
・
搬
出
・
流
通
等
に
つ
い
て
、
コ

ス
ト
削
減
へ
の
工
夫
で
あ
り
、
高
性
能

林
業
機
械
等
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
作

業
シ
ス
テ
ム
、
列
状
間
伐
の
実
践
な
ど

の
取
り
組
み
を
推
進
し
つ
つ
木
材
の
安

定
的
な
供
給
体
制
整
備
な
ど
、
知
恵
と

汗
を
か
き
な
が
ら
、
組
合
員
と
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
当
組
合
と
し
て
の
責
務
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
当
組

合
の
組
合
員
の
中
に
は
素
材
生
産
・
造

林
事
業
・
製
材
業
を
一
体
的
に
営
む
会

社
も
あ
り
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
へ
の
志
向
、
製
材

及
び
製
材
品
の
流
通
改
善
等
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
第
四
位
の
ス
ギ
人
工
林
を
保
有

材
の
安
定
供
給
と
木
材
利
用
の
推
進
、

民
国
連
携
強
化
等
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
年
度
国
有
林
の
政

策
目
標
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
、
当
組

合
の
業
務
運
営
の
性
格
上
、
こ
れ
を
追

い
風
と
し
て
捉
え
、
意
欲
あ
る
林
業
事

業
体
組
織
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
も
っ
て
効
率
的
か
つ
持
続
的
な
方
法

を
模
索
し
な
が
ら
「
美
し
い
森
林
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
森
林
・
林
業
の
現
状
か
ら

す
れ
ば
、
森
林
所
有
者
が
長
期
に
わ
た

る
投
資
に
見
合
っ
た
収
入
を
得
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
業
従
事

者
の
意
欲
減
退
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
様
々

な
問
題
点
が
山
積
み
し
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
当
組
合
が
こ
れ
ま
で
主

な
事
業
と
し
て
き
た
青
森
ヒ
バ
受
託
材

の
減
少
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
代

の
流
れ
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お

り
、
こ
う
し
た
置
か
れ
て
い
る
課
題
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
的
確
に
情
報
を
読
み

と
り
現
状
を
分
析
し
、
収
益
性
の
高
い

当
青
森
県
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

は
、
中
小
企
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
く

事
業
協
同
組
合
と
し
て
昭
和
四
十
六
年

に
創
立
し
、
傘
下
の
組
合
員
五
十
名
を

擁
し
、
森
林
整
備
及
び
素
材
生
産
、
素

材
の
共
同
販
売
及
び
委
託
販
売
、
立
木

の
共
同
購
買
等
を
主
な
事
業
と
し
て
い

ま
す
。

林
野
庁
が
発
表
し
た
国
有
林
野
事
業

の
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
主
要
取
組

事
項
に
よ
れ
ば
、
本
年
度
か
ら
京
都
議

定
書
の
第
一
約
束
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
を
受
け
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
実
現
の
た
め
、
年
間
十
一
万
ha
の

間
伐
目
標
を
設
定
「
美
し
い
森
林
づ
く

り
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
百
年
先
を
見
通

し
た
森
林
づ
く
り
の
取
組
と
し
て
、
木

美しい森林づくりにむけて

活力溢れる事業体を
めざして

青森県森林整備事業協同組合

す
る
青
森
県
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
間
伐
の
実
施
は
急
務
で

あ
り
、
そ
の
伐
採
・
搬
出
・
流
通
過
程

に
お
い
て
、
な
お
一
層
の
コ
ス
ト
削
減

に
取
り
組
み
、
山
に
価
値
を
持
た
せ
る

工
夫
を
し
な
け
れ
ば
、
地
域
林
業
の
発

展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
も
、
当
組
合
青
年
部
を
中
心

と
し
て
、
各
種
現
地
検
討
会
等
を
開
催

す
る
な
ど
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に

向
け
て
地
域
林
業
の
発
展
を
願
い
、
活

力
あ
る
事
業
体
と
し
て
頑
張
っ
て
参
る

所
存
で
す
。
今
後
と
も
東
北
森
林
管
理

局
を
は
じ
め
、
関
係
各
方
面
の
一
層
の

ご
理
解
・
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

高性能林業機械による低コスト間伐の実施

・ミニギャラリー
ふるさとの森写真コンクール作品展

三陸中部森林管理署

1階ロビーのご案内（6月）
東北森林管理局

1階ロビーのご案内（6月）

・PRコーナー
治山のしくみ
（治山クイズ実施中）

治 山 課

減少しつつあるヒバ受託材
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白神山地周辺における取り組み
～ボランティア団体等との連携のもと

様々なニーズに対応～

藤里森林センター

白
神
山
地
が
平
成
五
年
に
世
界
遺
産

条
約
に
基
づ
く
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
地
域
で
の
森
林

の
保
全
・
管
理
の
強
化
や
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
七
年
三
月
に
当
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
白
神
山
地
の
保

全
・
管
理
や
森
林
・
林
業
の
普
及
啓

発
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
う

た
め
の
企
画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
秋
田
県
側
の
世

界
遺
産
地
域
と
そ
の
周
辺
地
域
の
国
有

林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
森
林
教
室
や

体
験
学
習
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
通
じ
、
森
林
環

境
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
白
神
山
地
の
貴
重
な
自
然
や

生
態
を
良
好
な
状
態
で
維
持
・
保
全
す

る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
力

し
、
巡
視
活
動
や
登
山
道
・
歩
道
の
整

備
、
入
山
者
に
対
す
る
入
山
マ
ナ
ー
の

啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

巡
視
活
動
に
つ
い
て
は
、
職
員
と
グ

リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
日

常
活
動
の
中
で
、
遺
産
地
域
と
そ
の
周

辺
地
域
の
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

や
登
山
道
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
入
山
者
に
対
す
る
マ
ナ
ー
指

導
な
ど
の
遺
産
地
域
の
保
護
意
識
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
巡
視
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
「
巡
視

員
」
に
委
嘱
し
、
職
員
等
と
の
相
互
連

携
の
下
、
効
果
的
な
巡
視
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
山
道
な
ど
に
つ

い
て
は
、
破
損
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
、
植
生
の
踏
み
つ
け
な
ど
に
よ
る

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
巡
視
員
の
方
々
、
そ
れ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
・
協
力

し
て
維
持
修
繕
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、

未
来
を
担
う
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
を
対
象
に
、
正
し
い
知
識
や
意
欲
を

身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、
岳
岱
自
然

観
察
教
育
林
や
二
ツ
森
自
然
観
察
教
育

林
、
太
良
峡
風
景
林
な
ど
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
森
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
、
ブ
ナ
の
自
然
林
や
天
然
秋
田
ス
ギ

な
ど
を
教
材
に
、
直
接
森
林
と
ふ
れ
あ

い
、
五
感
を
フ
ル
に
使
い
な
が
ら
、
森

林
や
動
植
物
の
不
思
議
な
ど
を
学
習
す

る
よ
う
、
白
神
山
地
の
特
色
を
生
か
し

た
森
林
教
室
や
体
験
林
業
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
と
連
携
の
下
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自然を教材に直接森林とふれあいながらの学習

岳岱自然観察教育林内の歩道整備



【森のお話】 

系
統
を
大
量
に
培
養
し
て
抵
抗
性
の
調

査
を
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
で
は
千
二
百
の
候
補
木
が

選
ば
れ
、
三
十
六
の
抵
抗
性
品
種
が
、

ク
ロ
マ
ツ
で
は
千
四
百
の
候
補
木
か
ら

十
二
の
抵
抗
性
品
種
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
―
５
）

岩
手
、
新
潟
県
で
は
抵
抗
性
ア
カ
マ

ツ
の
苗
木
の
生
産
が
始
ま
り
、
両
県
で

年
間
三
万
一
本
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
マ
ツ
は
採
種
園
（
種
子
を
生
産
す

る
た
め
の
林
）
が
若
い
た
め
に
ま
だ
苗

木
の
生
産
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。（
写

真
―
６
）
三
十
年
前
に
抵
抗
性
育
種
に

着
手
し
た
西
日
本
で
は
抵
抗
性
の
苗
が

本
格
的
に
生
産
さ
れ
、
ク
ロ
マ
ツ
の
苗

を
由
利
、
仙
台
森
林
管
理
署
が
海
岸
に

植
栽
し
て
い
ま
す
。
マ
ツ
枯
れ
を
防
ぐ

に
は
抵
抗
性
品
種
だ
け
で
な
く
総
合
的

な
防
除
対
策
が
必
要
で
す
。

く
東
北
四
県
と
新
潟
県
が
民
有
林
を
対

象
に
、
被
害
の
激
し
い
林
で
生
き
残
っ

た
木
を
探
し
、
抵
抗
性
候
補
木
と
し
ま

し
た
（
写
真
―
２
）。
候
補
木
か
ら
つ
ぎ

木
や
種
子
で
増
や
し
た
苗
木
に
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
人
工
的
に
接
種
し

（
感
染
さ
せ
ま
す
。
写
真
―
３
）、
既
に

抵
抗
性
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
る
基
準

品
種
の
苗
と
同
程
度
以
上
に
枯
れ
な
い

も
の
を
抵
抗
性
品
種
と
し
ま
し
た(

写
真

―
４
）。

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
も
マ
ツ
を

枯
ら
す
病
原
性
が
強
い
も
の
と
、
弱
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
全
国
統
一
基
準
で

抵
抗
性
を
判
断
す
る
た
め
に
使
っ
て
い

る
の
は
島
原
と
い
う
系
統
で
す
。
こ
の

い
わ
ゆ
る
松
く
い
虫
の
被
害
は
、
東
北

地
方
の
日
本
海
側
で
は
秋
田
県
と
青
森

県
境
ま
で
拡
大
し
、
特
に
山
形
、
秋
田

県
の
海
岸
の
ク
ロ
マ
ツ
被
害
が
深
刻
と

な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
る
長
さ
一
㎜
の
線

虫
が
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
呼
ば

れ
て
い
る
昆
虫
に
よ
り
ア
カ
マ
ツ
、
ク

ロ
マ
ツ
に
運
ば
れ
て
、
木
の
中
で
増
え

る
こ
と
に
よ
り
、
木
の
中
の
水
が
移
動

で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
枯
れ
て
し

ま
う
病
気
で
マ
ツ
材
線
虫
病
と
言
い
ま

す(

写
真
―
１
）。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
千
本
か
ら
一

万
本
に
一
本
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
体
内
に
入
っ
て
も
増
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
抵
抗
性
の
性
質
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
で
抵
抗
性
の
マ
ツ
を
探
す

事
業
は
平
成
四
年
度
か
ら
始
ま
り
、
東

北
育
種
場
管
内
で
は
、
東
北
育
種
場
と

東
北
森
林
管
理
局
、
関
東
森
林
管
理
局

（
新
潟
県
内
）
・
署
が
連
携
し
国
有
林
内

か
ら
、
ま
た
被
害
の
な
い
青
森
県
を
除

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
育
種

マ
ツ
枯
れ
に
負
け
な
い

マ
ツ
を
創
る

森
林
総
合
研
究
所
　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
　
東
北
育
種
場

半
田
　
孝
俊

コラム【森のお話】

5 みどりの東北

写真－１マツノザイセンチュウ(上）
とマツノマダラカミキリ(下)

写真-６　種子が取れ始めた宮城県のクロマツ抵抗性
採種園

写真-５　マツノザイセンチュウ抵
抗性前橋営(村上）2のクローン

写真－３マツの苗木にマ
ツノザイセンチュウを接
種して抵抗性があるか調
べます

写真－２由利森林管理署管
内の候補木

写真-４　マツノザイセンチュウを接種して２ヶ月後
の様子。抵抗性の無いものは枯れています。
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指
導
普
及
課

仁
別
森
林
博
物
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

秋
田
市
仁
別
の
仁
別
森
林
博
物
館
が

装
い
を
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
五
月
三
日
（
土
）、
記
念
式
典

と
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

仁
別
森
林
博
物
館
は
、
昭
和
三
十
九

年
（
一
九
六
四
年
）、
秋
田
市
仁
別
の

仁
別
自
然
休
養
林
（
通
称
「
仁
別
国
民

の
森
」）
に
開
館
し
ま
し
た
が
、
老
朽

化
が
進
み
、
来
館
者
も
こ
こ
数
年
減
る

一
方
で
し
た
。
昨
年
、
こ
の
博
物
館
を

蘇
ら
せ
る
べ
く
検
討
委
員
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
建
物
の
改
装
と
開
館
以
来
、

初
の
展
示
の
見
直
し
を
行
い
、
晴
れ
て

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
オ
ー
プ
ン
を
祝
福
す
る
よ
う

な
晴
天
と
な
り
、
改
装
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
大
勢
の
来
賓
の
方
々
と
募
集
で

参
加
し
た
一
般
市
民
が
式
典
に
出
席
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
ま
ず
、
局
長
と

検
討
委
員
会
を
代
表
し
て
秋
田
大
学
の

林
信
太
郎
教
授
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

林
教
授
か
ら
は
、
世
界
で
こ
の
博
物
館

に
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
「
蛭
の
フ
ィ
ギ

ア
」
が
紹
介
さ
れ
、「
ど
こ
に
あ
る
か

見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
さ
っ
そ
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
博
物
館
内
を
見
学
し
ま
し

た
。仁

別
の
森
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
仁
別
国
民
の
森
に
あ
る
五
つ
の
散

リニューアルされた仁別森林博物館

策
路
を
示
し
た
大
き
な
パ
ネ
ル
に
、
今

咲
い
て
い
る
植
物
の
写
真
が
貼
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
の
丸
太
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
円
形
空
間
の
中
で
は
、
天
然

秋
田
ス
ギ
を
科
学
的
な
立
場
か
ら
紹
介

し
て
お
り
、
樹
齢
の
異
な
る
木
の
細
胞

を
見
た
り
、
天
然
ス
ギ
と
造
林
ス
ギ
の

重
さ
の
違
い
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
一
番
の
見
所
は
明
治

か
ら
昭
和
四
十
年
ま
で
の
間
、
森
林
鉄

道
と
し
て
実
際
に
稼
働
し
て
い
た
デ
ィ

ー
ゼ
ル
機
関
車
で
す
。
丸
太
を
運
ぶ
だ

け
で
な
く
地
域
の
人
々
の
交
通
手
段
と

し
て
も
活
躍
し
た
歴
史
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
運
転
席
に
座
っ
て
み
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
他
、
天
然
秋
田
ス
ギ

の
歴
史
や
木
材
利
用
の
紹
介
、
ク
ラ
フ

ト
製
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、「
見
て
、
触

れ
て
、
学
べ
る
」
体
験
型
の
展
示
も
人

気
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
秋
田
自
然
観
察
指
導

員
の
方
た
ち
が
講
師
と
な
り
、
募
集
で

参
加
し
た
方
々
と
博
物
館
周
辺
の
森
林

を
散
策
し
ま
し
た
。
木
漏
れ
日
の
中
で

は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ス
ミ
レ
な
ど
可
憐

な
春
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

散
策
路
に
は
巨
樹
・
巨
木
百
選
に
選
ば

れ
て
い
る
「
め
お
と
杉
」
が
あ
り
、
樹

齢
二
百
年
以
上
、
樹
高
三
十
六
ｍ
、
根

元
を
一
つ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
立
つ
姿

を
見
た
参
加
者
か
ら
は
、「
す
ご
い
！
」

と
い
う
歓
喜
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
ゆ
っ
く
り
と
二
時
間
の
散
策

を
楽
し
み
、
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
生
博
物
館
と
周
辺
フ

ィ
ー
ル
ド
を
一
体
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
仁
別
森
林

博
物
館
へ
遊
び
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

指
導
普
及
課

「
森
林
の
市
」
開
催

秋
田
駅
前
に
「
森
林
」
出
現
！

一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、
森
林
・
林
業

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
森
林
の
市
」

を
、
五
月
十
日
（
土
）
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
前

の
ア
ゴ
ラ
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
六
月
十
五
日
（
日
）
に
北
秋
田
市

で
第
五
十
九
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
秋
田
県
と
の
共
催
で
行
い
ま
し

た
。メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
挨
拶
に
立
っ
た

河
野
局
長
は
、「
今
日
一
日
大
い
に
森

林
に
ふ
れ
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
述
べ
、

先
着
五
百
名
に
無
料
配
付
さ
れ
た
「
シ

ロ
シ
キ
ブ
」
の
苗
木
は
、
プ
レ
ゼ
ン
タ

ー
に
全
国
植
樹
祭
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
モ

リ
ッ
チ
」
も
加
わ
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
了
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
森
林
管
理
署
や
関
係
団
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体
等
の
出
展
を
中
心
に
、
旬
の
山
菜
や

木
製
テ
ー
ブ
ル
、
ま
な
板
、
木
馬
等
の

木
工
品
や
山
野
草
の
販
売
等
が
行
わ

れ
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
勢
の
子

ど
も
た
ち
が
木
の
実
や
枝
の
輪
切
り
な

ど
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
作
品
作
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
注
目
を

集
め
た
の
は
、
し
い
た
け
の
駒
打
ち
と

ス
ラ
イ
ド
式
木
製
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
作
成

の
コ
ー
ナ
ー
で
、
長
蛇
の
列
が
出
来
る

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
歩
行
者
が
途
切
れ
な
い
仲
小

路
で
は
、
白
神
山
地
の
巨
大
パ
ネ
ル
の

展
示
、
昔
懐
か
し
い
森
林
鉄
道
・
筏
の

映
像
を
放
映
し
ま
し
た
。
特
に
、
初
め

て
実
施
し
た
青
森
ヒ
バ
に
含
ま
れ
る
ヒ

ノ
キ
チ
オ
ー
ル
の
香
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
企
画
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

一
様
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

出
展
者
か
ら
は
、「
と
て
も
良
く
売

れ
た
」、「
や
は
り
お
客
様
が
多
い
と
力

が
入
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
木
工

品
を
購
入
し
た
方
々
か
ら
は
、「
こ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」「
駅
前
で
山
の
幸
に
巡
り
あ

え
て
幸
運
で
し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

局
構
内
で
開
催
し
た
昨
年
は
約
三
千

名
の
人
出
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
集
客
が
容
易
に
出
来
る
場
所
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
推
定
で
六
千
名
の
参
加

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

参
加
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
来
年
も
さ
ら
に
充
実
し
た
「
森
林

の
市
」
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

プレゼントのシロシキブを配付する河野局長

大勢の参加者で賑わった「森の市」

米
代
西
部
森
林
管
理
署

「
風
の
松
原
」
を

市
民
の
手
で
守
ろ
う

五
月
十
一
日
（
日
）、
能
代
市
「
風

の
松
原
」
に
お
い
て
、「
風
の
松
原
を

守
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
急
増
し
た
松
く
い
虫

被
害
か
ら
歴
史
あ
る
松
原
を
市
民
の
手

で
守
ろ
う
と
平
成
十
五
年
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
で
六
回
目
と
な
り
ま
す
。

市
内
の
六
十
三
団
体
で
構
成
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
が
主
催
し
、
当
署

も
そ
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の

も
と
、
局
署
の
十
五
名
を
含
め
、
地
元

企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
内
の

高
校
生
な
ど
約
七
百
名
が
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。

作
業
に
先
立
ち
、
実
行
委
員
長
や
来

賓
と
し
て
参
加
し
た
河
野
局
長
な
ど
か

ら
「
今
年
は
北
秋
田
市
で
全
国
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
記
念
す
べ
き
年
、

市
民
の
手
で
松
原
を
守
る
こ
と
に
よ
り

地
球
環
境
に
目
を
向
け
る
絶
好
の
機

会
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
作
業
内
容
の
説
明
を
受
け

た
参
加
者
は
、
防
風
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
特
製
タ
ン
カ
や
ゴ
ミ
袋
を
持
ち
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
が
入
っ

て
い
た
り
、

産
卵
す
る
可

能
性
の
あ
る

松
の
枝
や
、

ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
ゴ
ミ
を

林
内
か
ら
運

び
出
し
て
い

ま
し
た
。

約
二
時
間

で
集
め
ら
れ

た
松
の
枝
は

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
、
能
代
市
内
の
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

「
風
の
松
原
」
国
有
林
に
お
け
る
松

く
い
虫
被
害
量
は
、
三
年
連
続
し
て
ピ

ー
ク
時
の
十
分
の
一
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、
当
署
と
し
て
は
、
引
き
続
き
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
地
域
一
帯
と
な
っ

て
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

松枝を運び出す高校生

山
形
森
林
管
理
署

自
然
観
察
指
導
員
　
白
壁

洋
子
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
る

森
林
浴
の
集
い
を
実
施

平
成
二
十
年
度
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

事
業
の
第
一
回
「
森
林
浴
の
集
い
」
を

五
月
八
日
西
蔵
王
の
国
有
林
に
お
い
て
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「
白
壁
洋

子
氏
と
歩

く
大
山
桜

と
春
の
森

林
浴
」
と

銘
打
っ
て

実
施
し
ま

し
た
。

当
署
で

は
平
成
元

年
か
ら
職

員
の
ガ
イ

ド
に
よ
る
「
森
林
浴
の
集
い
」
を
行
っ

て
来
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
は
後

継
者
の
育
成
な
ど
も
か
ね
て
自
然
観
察

指
導
員
の
白
壁
洋
子
氏
に
ガ
イ
ド
役
を

お
願
い
し
実
施
し
ま
し
た
。

五
月
に
入
っ
て
か
ら
夏
日
が
続
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
大
山
桜
は
標
高
の
高

い
所
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
三
十
一
名
の
参
加
者
は
白
壁
講
師

が
説
明
す
る
大
山
桜
の
特
徴
に
つ
い
て

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
瀧
山
登
山
道
沿
い
に
慈
覚

大
師
円
仁
な
ど
ゆ
か
り
の
史
跡
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
植
物
の
ほ
か
蔵
王
瀧
山
の

歴
史
に
も
触
れ
ま
し
た
。
当
日
は
瀧
山

大
権
現
の
大
祭
日
に
当
た
り
参
加
者
全

員
で
参
拝
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
間
伐
実
施
箇
所
で
は
署
員
か

ら
間
伐
の
必
要
性
や
国
有
林
の
業
務
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。

白
壁
講
師
か
ら
は
、
蔵
王
の
植
生
の

話
だ
け
で
な
く
、
里
山
に
も
国
有
林
が

白壁指導員と参加者一同記念写真

盛
岡
森
林
管
理
署

遊
々
の
森
「
松
尾
鉱
山
跡
地

再
生
の
森
」
を
協
定
締
結

五
月
十
七
日
、
金
華
山
島
の
東
の
崎

地
区
の
松
く
い
虫
被
害
跡
地
に
お
い
て

「
み
や
ぎ
を
育
む
森
づ
く
り
〜
よ
み
が

え
れ
緑
の
島
金
華
山
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
第
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
樹
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林

と
の
共
生
を
考
え
る
会
」
「
宮
城
県
」

「
石
巻
市
」
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
四
年
目
に
な
り
ま

す
。当

日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
一
般
公

募
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
関
係

者
な
ど
初
参
加
の
ロ
ー
ソ
ン
を
含
む
十

一
団
体
約
百
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加
者
は
、

当
署
員
か
ら
島
の
自
然
や
松
く
い
虫
・

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
状
況
の
説
明

を
受
け
、
ま
た
、
途
中
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
遭
遇
し

な
が
ら
約

五
㎞
を
歩

い
て
植
樹

箇
所
に
到

着
し
ま
し

た
。参

加
者

は
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の

食
害
を
防

ぐ
た
め
に

設
置
し
た
防
鹿
柵
内
に
島
に
緑
が
よ
み

が
え
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
ク
ロ
マ
ツ

二
千
本
を
懸
命
に
唐
鍬
を
ふ
る
っ
て
植

え
て
い
ま
し
た
。

署
で
は
、
今
後
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
金
華
山
の
森
林

再
生
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 金華山の森林再生に集まった

ボランティア団体等

松尾鉱山跡地の森林再生に向け握手する関係者

宮
城
北
部
森
林
管
理
署

「
よ
み
が
え
れ
緑
の
島
金
華
山
」

〜
第
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
樹
〜

松
尾
鉱
山
跡
地
に
お
け
る
森
林
の
再

生
活
動
は
、
東
北
地
域
環
境
計
画
研
究

会
が
平
成
十
四
年
度
か
ら
植
樹
活
動
を

実
施
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
盛
岡
森

林
管
理
署
も
地
域
発
案
シ
ス
テ
ム
の
一

環
と
し
て
共
催
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
等
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
松
尾
鉱

山
跡
地
の
森
林
の
再
生
活
動
に
つ
い

て
、
関
心
が
高
ま
り
地
元
八
幡
平
市
、

各
民
間
団
体
よ
り
活
動
に
参
加
し
た
い

と
の
要
望
が
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
の
再
生
活

動
を
行
う
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
団
体

間
に
お
い
て
、
植
栽
樹
種
を
は
じ
め
と

す
る
植
樹
方
法
や
活
動
場
所
等
に
つ
い

て
の
連
絡
調
整
、
連
携
協
力
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
松
尾
鉱
山
跡
地

再
生
の
森
協
議
会
」
が
二
月
一
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
と
、
国

有
林
で
も
あ
る
松
尾
鉱
山
跡
地
を
管
理

す
る
盛
岡
森
林
管
理
署
、
鉱
山
跡
地
の

公
害
対
策
を
取
り
組
ん
で
い
る
岩
手
県

の
三
者
間
で
五
月
二
日
、
地
元
報
道
機

関
が
取
材
す
る
中
で
、
盛
岡
市
岩
手
県

公
会
堂
に
お
い
て
、
遊
々
の
森
「
松
尾

鉱
山
跡
地
再
生
の
森
」
の
協
定
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

あ
る
の
で
も
っ
と
親
し
ん
で
ほ
し
い
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
外
部
講
師
に
よ
る
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
署
で
は
今
年
度
五
回
の
う
ち
二
回

外
部
講
師
を
依
頼
し
て
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。



プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
吊
り
橋
体
験
、

②
動
物
た
ち
の
目
覚
め
（
足
跡
、
糞
で

動
物
を
見
分
け
る
）、
③
森
の
ふ
し
ぎ

（
木
の
葉
や
実
で
万
華
鏡
を
楽
し
む
）、

④
ム
サ
サ
ビ
の
巣
穴
観
察
、
⑤
マ
タ
ギ

の
話
、
⑥
山
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
新
緑
の
ブ

ナ
林
を
散
策
し
ま
し
た
。

吊
り
橋
体
験
で
は
ほ
と
ん
ど
が
初
め

て
の
体
験
で
、
最
初
は
お
っ
か
な
び
っ

く
り
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
、
二

本
目
は
す
い
す
い
渡
り
、
一
番
印
象
に

残
っ
た
体
験
で
し
た
。

吊
り
橋
を
渡
る
と
う
っ
そ
う
と
し
た

ブ
ナ
林
が
ひ
ろ
が
り
、
所
々
で
講
師
の

先
生
か
ら
森
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ム

サ
サ
ビ
の
巣
穴
を
発
見
。
ム
サ
サ
ビ
一

家
は
お
出
か
け
中
で
残
念
な
が
ら
会
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
珍
し
い
発
見
に
興
味

津
々
で
し
た
。

お
昼
は
ス
タ
ッ
フ
の
焼
い
た
イ
ワ
ナ

の
塩
焼
き
を
ほ
お
ば
り
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

「
地
元
に
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
森
が

あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
家
族
で
ま

た
来
た
い
。」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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下
北
森
林
管
理
署

薬
研
林
道
「
錦
橋
」

渡
り
初
め
を
実
施

橋
脚
に
亀
裂
が
入
り
、
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
た
む
つ
市
大
畑
町
の
薬
研
林

道
に
か
か
る
「
錦
橋
」
の
架
け
替
え
が

終
了
し
、
四
月
二
十
四
日
（
木
）、
当

署
、
む
つ
市
副
市
長
ほ
か
関
係
者
出
席

の
も
と
、
現
地
に
お
い
て
開
通
式
典
を

行
い
ま
し
た
。「
錦
橋
」
は
、
薬
研
キ

ャ
ン
プ
場
（
国
設
薬
研
野
営
場
）
へ
の

連
絡
橋
と
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
二
年

ぶ
り
に
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
小
雨
の
中
、
多
く
の
報
道
機

関
が
訪
れ
、
当
署
、
む
つ
市
、
大
畑
町

観
光
協
会
の
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
の
あ
と
、
利
用
者
の
安
全
を
祈
願

し
、
参
加
者
全
員
で
渡
り
初
め
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、「
錦
橋
」
を
渡
っ
た
場
所
に

あ
る
薬
研
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
薬
研
温
泉

郷
の
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
利
用

者
数
は
年
間
約
六
千
人
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
人
た
ち
は
も

と
よ
り
、
地
域
か
ら
再
開
を
望
む
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
「
錦

橋
」
完
成
で
、
地
元
関
係
者
か
ら
は

「
こ
れ
で
万
全
の
状
態
で
運
営
で
き

る
。」
と
多
数
の
感
謝
の
声
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
当
署
に
お
い
て
は
、
林

道
等
の
安
全
通
行
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
国
有
林
を
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
有
効
に
活
用
し
、
地
域
振
興
へ
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

待望の架け替え作業が終わった錦橋

本
年
度
第
一
回
朝
日
自
然
塾
が
五
月

二
十
四
日(

土)

小
国
町
白
布
平
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
自
然
塾
は
、
朝
日
山
地
森
林
生

態
系
保
護
地
域
に
関
わ
る
自
然
保
護
団

体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
十
二
の
団
体

や
機
関
が
企
画
運
営
す
る
も
の
で
、
今

回
は
小
国
の
自
然
を
守
る
会
、
山
形
県

猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
を
講
師
と
し
て
行

わ
れ
、
参
加
者
の
募
集
に
あ
た
っ
て
は

地
域
の
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の

「
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
」
と

タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
地
元
小

学
校
の
親
子

一
七
人
の
参

加
を
得
て
実

施
さ
れ
ま
し

た
。

朝
日
庄
内
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
第
一
回
朝
日
自
然
塾
」

新
緑
の
白
布
平
ブ
ナ
林
で

森
と
遊
ぼ
う

ま
た
、
当
日
は
調
印
式
の
前
に
、
一

般
公
募
に
よ
る
参
加
者
が
松
尾
鉱
山
の

郷
土
苗
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
鉢
に
植
え

替
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
森

の
里
親
と
し
て
自
宅
に
持
ち
帰
り
育

て
、
今
年
度
実
施
さ
れ
る
森
の
再
生
活

動
で
植
栽
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
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イベント情報

イ ベ ン ト 情 報 

期　　　日 平成２０年６月２８日（土）
実 施 場 所 秋田県北秋田市 森吉山
募 集 人 員 ４０名（応募多数の場合抽選、結果は後日通知）
参　加　費 大人3,500円・小中学生2,000円（傷害保険料等）
出　発　地 東北森林管理局前 午前７時００分発
申込み期間　平成２０年６月１３日（金）～１８日（水）
申込み方法 ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、下記までお申し込み下さい。
そ　の　他 昼食は持参してください

期　　　日 平成２０年７月１２日（土）
実 施 場 所 秋田県仙北市 乳頭温泉郷
募 集 人 員 ４０名（応募多数の場合抽選、結果は後日通知）
参　加　費 大人4,000円・小中学生2,000円（傷害保険料、入浴料等）
出　発　地 東北森林管理局前 午前７時００分発
申込み期間　平成２０年６月２３日（月）～２７日（金）
申込み方法 ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、下記までお申し込み下さい。
そ　の　他 昼食は持参してください
【参加申込みお問い合わせは】
東北森林管理局 指導普及課 緑の普及係
〒010-8550 秋田県秋田市中通５丁目９番１６号

電話：０１８－８３６－２２１８　FAX：０１８－８３６－２０１２

「森吉の高山植物を訪ねて」イベント名

「初夏の白神山地での小岳登山」イベント名

「真夏の白神山地での森林浴」イベント名

「乳頭温泉郷のブナ林散策」イベント名

期　　　日 平成２０年７月１２日（土）
実 施 場 所 小岳・猿ヶ瀬園地
募 集 人 員 ２０名（応募多数の場合抽選、結果は後日通知）
参　加　費 ３，５００円
応 募 締 切 ６月２５日（水）必着

期　　　日 平成２０年８月３日（日）
実 施 場 所 田苗代湿原・岳岱・太良峡
募 集 人 員 ２０名（応募多数の場合抽選、結果は後日通知）
参　加　費 ３，５００円
応 募 締 切 ７月１６日（水）必着
【申込方法】
①往復ハガキに「希望するイベント名、開催月日」を明記の上、住所、氏名、年齢、電話番
号を記入し、当センターに申込み下さい。（家族やグループの場合は、ハガキ１枚に連名で
お願いします。）なお、電話等による申込みは受け付けません。
②申込先は
藤里森林センター　〒０１８－３２０１　秋田県山本郡藤里町藤琴字大関添２４－３
詳しく知りたい方は、当センターにお問い合わせ下さい。

電話：０１８５（７９）１００３

●指導普及課主催　「緑の山
さん

歩
ぽ

塾
じゅく

」

●藤里センター主催 「森林ふれあい推進事業」
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私が管轄している八渓山森林事務所及び十和田
森林事務所管内は、その大部分が十和田八幡平国
立公園や特別史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区等
といった貴重な自然の財産を後世に残すべく様々
な法規制の定められた地域となっています。
このため、原生な

自然が残り生物遺伝
資源保存林にも指定
されている南八甲田
山をはじめ、中でも
十和田火山の噴火活
動で生まれた二重カ
ルデラ湖として知ら
れる十和田湖、その湖を源として優美な水の流れ
や苔むした岩、名滝、四季折々の彩りを見せる渓
谷林が名高い奥入瀬渓流など、水と緑に囲まれた
美しい景観を誇る管内となっています。
特に県内、県外の方のみならず、国外からも観

光客が訪れ、多くの人々の心に安らぎと感動を与
えている奥入瀬渓流ではゴールデンウィークの新
緑の季節から紅葉シーズンに至るまで、大型バス
等が行き交い、渓流沿いの歩道にはツアー客をは
じめとする多くの観光客がデジカメ片手に散策を
楽しんでいます。このため、適切な形で国有林が
利用されているかなど、林野巡視の励行を通して
森林をしっかりと
管理していく必要
性を実感していま
す。
昨年度は八渓山

管内の国有林でブ
ナの巨木が確認さ
れました。この巨
木は幹周り6.01m、推定樹齢400年で樹木の先
端部の幹が三本に分かれている形状をしており、
全国巨樹・巨木林の会から一本木としては日本一
と認定されました。これに伴い奥入瀬渓流同様、
観光資源として多くの人が足を運び、より国民に
身近な国有林となることが期待されます。しかし、
反面、観光と自然環境の保全の両立の難しさも生
じてきます。三八上北森林管理署では今年の5月
に森林の恵みの環境祭というイベントの中でブナ

三八上北森林管理署　八渓山・十和田森林事務所

榎戸　理洋

人々を魅了する国有林の中で
～森林官一年目を終えて～

御鼻部展望台から～十和田湖～

森林官からの投稿

巨木見学ツアーを行いました。その参加者の中で
会話した数人の方が、巨木の素晴らしさに感激す
ると同時に幹の周りの土
が踏み固められてしまう
現状に懸念を抱いていま
した。ブナ巨木が発見さ
れ、新聞で報道され始め
てから、人が歩くことに
よって今まで無かった歩
道ができてしまったりと
歩行者による植生破壊も
生じてきています。歩行
者には決められたルート
を外れないように歩いてもらう、幹の周りに柵を
設けてそこから中に入らないでもらうといった観
光と保全の両立のためのルール作りの必要性も感
じています。
このような貴重な自然に囲まれた環境の中で昨

年度初めて森林官として着任した時はその責任の
重さが肩にのしかかりましたが、収穫調査、測定
用務、造林・立販監督、地域住民の方々から寄せ
られる要請の対応等々、目まぐるしく動く日常の
業務を、地図片手に山を行き来し、何とか一年終
える事ができました。
まだまだ勉強の日々であり、署内の方々や隣の

森林官、現場作業員の方々にも多くの迷惑を掛け
ており、何度も相談に乗ってもらっていますが、
気持ちが落ち込んだ時も
現場作業員の方々と山で
作業していると自然と笑
顔になれ、現場最前線の
森林官として国有林の管
理・経営に携われること
にやりがいを感じ充実し
た日々を送っています。
今後も貴重な国有林を

適正に管理していく責任
の重さを肝に銘じ、様々
な業務を通して知識・経験を吸収し、親身になっ
て力になってくれる多くの先輩方の背中に少しで
も近づけるよう日々の業務に精進していく所存で
す。

奥入瀬渓流～阿修羅の流れ～

森林ガイド事業
～松見の滝～

日本一太いブナ巨木
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お問い合わせ先 

盛岡森林管理署

「御
み

堂
どう

新
しん

田
でん

の滝
たき

」
（見所の概要）
御堂新田の滝は北上川の源流であるロマンを秘めた弓弭（ゆはず）の泉がある御堂観音より東へ
約2.5㎞の朽木川に位置し高さ８m、巾10m規模の滝です。滝から流れ落ちるしぶきの幽玄の世界
と四季折々の景観を楽しむことができます。歩道やトイレも整備されており、近隣には平成16年
にオープンした川の駅もありますのでともどもご堪能下さい。

ＪＲ東北新幹線いわて沼宮内駅から国道４号を
北へ８Ｋm行き右折、町道御堂新田線３Ｋm先。

交通アクセス

〒020－0061 岩手県盛岡市北山2-2-40
電話番号：050－3160－5915 FAX：019-663-8172


